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J
I
C
A
は
昨
年
11
月
15
日
、
セ
ネ
ガ
ル

共
和
国
政
府
と
の
間
で
、
２
件
、
総
額
３

５
９
億
３
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
円
借

款
貸
付
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
年
の
独
立
以
来
、
安
定
し
た
民

政
を
維
持
し
て
い
る
セ
ネ
ガ
ル
は
、
西
ア

フ
リ
カ
内
陸
国
の
玄
関
口
と
し
て
、
域
内

の
流
通
と
経
済
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
お

り
、
経
済
成
長
も
順
調
に
加
速
し
て
い
ま

す
。
セ
ネ
ガ
ル
政
府
は
２
０
１
４
年
２
月

に
セ
ネ
ガ
ル
新
興
計
画
を
策
定
し
、
２
０

３
５
年
に
新
興
国
入
り
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

セ
ネ
ガ
ル
の
産
業
活
動
の
約
８
割
が
集

中
し
て
い
る
ダ
カ
ー
ル
首
都
圏
で
は
、
近

年
人
口
が
急
増
。
そ
れ
に
伴
い
、
水
の
需

要
も
急
速
に
増
加
し
て
い
る
た
め
、
現
在

で
も
１
日
当
た
り
の
最
大
需
要
量
を
満
た

せ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
人
口
増
加
を
見
込

ん
だ
水
供
給
量
の
増
加
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
マ

メ
ル
海
水
淡
水
化
事
業
」
で
セ

ネ
ガ
ル
の
首
都
ダ
カ
ー
ル
に
、

同
国
初
の
海
水
淡
水
化
施
設

（
生
産
水
量
５
万
立
方
メ
ー
ト

ル
／
日
）
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
市
内
の
配
水
管
網
を
改
善

し
、
水
源
の
多
様
化
や
水
供
給

能
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

一
方
、
セ
ネ
ガ
ル
政
府
は
、

２
０
１
５
年
ま
で
国
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
沿
っ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
の
減

少
や
５
歳
未
満
児
死
亡
率
の
減

少
な
ど
保
健
分
野
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
15
年

時
点
で
５
歳
未
満
児
死
亡
率
が

47
（
出
生
１
０
０
０
対
）、
妊

産
婦
死
亡
率
が
３
１
５
（
出
生

10
万
対
）
と
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
定
め
る
５
歳
未

満
児
死
亡
率
（
同
44
）、妊
産
婦
死
亡
率
（
同

１
２
７
）
の
達
成
に
至
ら
ず
、
地
域
間
や
経

済
水
準
に
よ
る
格
差
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

特
に
地
方
部
に
お
け
る
保
健
医
療
施
設
の
不

足
な
ど
の
物
理
的
ア
ク
セ
ス
の
課
題
と
、
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
医
療
費
を
負

担
で
き
な
い
と
い
う
経
済
的
ア
ク
セ
ス
の
課

題
が
存
在
し
ま
す
。

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
全
て
の
人
が
適
切

な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、
必
要
な
と
き
に

支
払
い
可
能
な
費
用
で
受
け
ら
れ
る
状
態

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
）

の
実
現
に
向
け
て
、
保
健
財
政
戦
略
の
保
健

関
連
文
書
の
策
定
な
ど
を
促
進
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
最
貧
困
層
を
主
な
対
象

と
し
て
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
経
済
的
・

物
理
的
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

セネガルで海水淡水化施設の建設や医療へのアクセス向上を支援 01

03ミャンマーと青年海外協力隊派遣取極を締結

02　ヨルダン、イスラエルとともにパレスチナの農業を支援
　

昨
年
11
月
1
日
、
J
I
C
A
、
パ
レ
ス
チ
ナ

農
業
庁
、
ヨ
ル
ダ
ン
国
立
農
業
研
究
普
及
セ

ン
タ
ー
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
際
援
助
庁
の
４
者

は
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
お
い
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対

す
る
農
業
支
援
に
つ
い
て
の
第
1
回
運
営
委

員
会
を
開
催
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
開
発
ニ
ー
ズ

や
協
力
内
容
、
J
I
C
A
が
実
施
す
る
他
の

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
事
業
計
画
案
を

作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
周
辺
の
第
三
国
で

パ
レ
ス
チ
ナ
向
け
の
研
修
を
行
う
予
定
で
す
。

　

今
回
の
運
営
委
員
会
開
催
に
先
立
ち
、
昨

年
5
月
30
日
に
は
、
北
岡
伸
一
J
I
C
A
理

事
長
の
立
ち
会
い
の
下
、
４
者
の
代
表
が
パ

レ
ス
チ
ナ
へ
の
農
業
支
援
を
行
う
枠
組
み
を

定
め
た
合
意
文
書
に
署
名
し
て
い
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
こ
れ
ま
で
も
、
パ
レ
ス
チ
ナ

に
対
し
、
農
業
を
は
じ
め
産
業
育
成
や
工
業

団
地
運
営
に
関
す
る
技
術
協
力
を
実
施
。
日

本
の
知
見
の
活
用
を
軸
に
、
第
三
国
に
優
位

性
の
あ
る
分
野
で
は
、
J
I
C
A
が
第
三
国

研
修
を
通
じ
て
積
極
的
に
パ
レ
ス
チ
ナ
と
第

三
国
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
も
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
４
者
で

連
携
し
、
協
力
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
11
月
2
日
、
日
本
政
府
と
ミ
ャ
ン
マ

ー
連
邦
共
和
国
政
府
は
青
年
海
外
協
力
隊
派

遣
取
極
を
締
結
し
ま
し
た
。
取
極
の
締
結
は
、

ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
国
家
最
高
顧

問
の
訪
日
に
合
わ
せ
て
チ
ョ
ウ
・
ウ
ィ
ン
計

画
・
財
務
大
臣
と
樋
口
建
史
駐
ミ
ャ
ン
マ
ー

日
本
国
特
命
全
権
大
使
と
の
間
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
国
民
生
活
の
向
上
や

経
済
・
社
会
を
支
え
る
人
材
能
力
向
上
な
ど

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
J
I
C
A
は
、
２

０
１
３
年
１
月
以
降
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
、
作
業
療
法
士
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
な
ど
の
分
野
で
34
人
の
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
き
ま

し
た
。
一
方
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
に
つ
い

て
は
、
そ
の
派
遣
の
前
提
と
な
る
派
遣
取
極

の
締
結
に
向
け
た
調
整
が
両
国
政
府
間
で
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
締
結
を
受
け
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
同
国
が
抱
え
る
課
題
に
草
の
根

の
ニ
ー
ズ
か
ら
応
え
る
青
年
海
外
協
力
隊
の

派
遣
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
現
在
70
カ
国
に
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
88
番
目
の
派

遣
取
極
締
結
国
に
な
り
ま
す
。
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